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（総合審査結果の要旨） 
 
劉駿君は中国上海出身で名古屋芸術大学に留学後に日本において様々な社会的経験を積んだのち、ある出
会いを経て、本学に進学し博士論文を書くことになった。それは和辻哲郎氏の著作であり、高山登という作
家であった。現在、禿鷹墳上という作家名で制作活動を行い、作品は、「20世紀の回想」を代表作として、中
国の経済開放後の急速な発展に関する内省的な視点を原点にしながら制作と研究を続けてきた。 
論文では、和辻や梅原猛を始めとした多くの著作を読破引用しながら、中国そして東アジアの風土と西洋
の違いを「ヒマラヤ」「太陽」「水」「泥」「米」の五つの節に分け分析し、気候や水や土、作物などの風土の
違いとそこから産まれる人間の精神や思考の構造の違いについて述べる。次に中国と西洋の美に関する出会
いの歴史を述べ、アヘン戦争以降の近代化の過程における極端な西洋化の問題点を指摘する。そして鄧小平
による経済開放以降の今日の美術の変容について述べていく。さらに経済開放とともに文化の西洋化が進み
80年代にアメリカの美術が紹介され、90年代からは欧米の画廊人によって、美術市場が作られていく課程を
詳しく述べる。そういった状況を劉は批判的に見つめ、アジアの風土、民族性、空間性、に基づいた東洋的
な精神性に依拠した制作が必要であると結論づける。そして「荘子の茶室」「20世紀の回想」「北京ダックシ
リーズ」「女神への挽歌」「鎮魂歌」という五つの制作についての論文に裏付けられた、独特なアイロニーや
比喩に満ちた制作の動機やエピソードを詳細に紹介し分析する。 
提出作品は、「鎮魂歌」と題された大がかりな作品である。展示空間の天井につるされた大量の松葉杖。当
初この松葉杖は中国から使い古されたものを大量に輸入し使用する予定であったが、医療品であるため輸入
が認められない不運があった。代わりに輸入したのは金属製の新しいものである。松葉杖は放射上につり下
げられ、照明によって影をなし、扇風機の風によって揺れ、正面の檻のような祭壇状の作品空間に向かって
いる。これはステンレスでつくられ、中にはこうぞの和紙がつり下げられ、香がたかれ空間には中国の伝統
音楽が流れている。鑑賞者は車椅子にのるか、松葉杖をついて作品空間を鑑賞しなければならない。21世紀
の中国現代美術への痛烈な皮肉を込めアジアの伝統について賞賛する内容を持った作品である。当初の予定
通りには空間を作れず、また素材についても思い通りにいかない部分もあったが、真摯にそして徹底して制
作された作品である。 
論文と作品ともに長年の努力の結晶であり、本学博士号取得にふさわしい内容を持つものとして秀逸な評
価を得た。 
